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○　ルルブル挑戦事業に取り組んだ人数を御記入ください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　人　　　　　　　

· アンケートのご意見から　
アンケートに御協力くださり，ありがとうございました。ルルブルパンフレット等の活用方法で，印象的だったご意見をご紹介します。

「年度初めの懇談会でリーフレットを活用して，園でどのような取組をしているのかを入れながら，保護者向けに話をしています。園児に対しても，早く寝ることの意味をリーフレットの脳の話をしながら折に触れて話すようにしています。」

「子どもたちは週1回朝の会でルルブルについての話と大切さを確認しています。
栄養士からも話をし，保育士は紙芝居を利用し，ルルブルの大切さを教えています。
また，保護者に対しても機会がある事に話の中に取り入れて促しています。」

「パンフレット等は保育参観で保護者に直接配布し，内容を説明しています。
繰り返し，伝えて理解してもらえることが大切ではないかと考えています。」


　　ルルブルに関するパンフレット等を，今後もぜひご活用下さい。

